
採択大学：徳島大学（強化を図る機能：①、②、③）

取組内容の概要

参画機関：宇都宮大学、大阪公立大学、滋賀医科大学、神戸薬科大学、国立循環器病研究センター、
Technion-Israel Institute of Technology、神山まるごと高等専門学校

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）
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アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

➀
IPHFに所属する研究者のTOP10%論文
割合

8.4％ 10％以上 12％以上

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

➀ テクニオンとの国際共同研究数（累計） 11件 13件 16件 18件 19件 20件 30件

➀ IPHFに所属する研究者の国際共著論文
割合

23.9% 24.0% 24.3% 24.5% 24.7% 25.0% 31.0%

※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

➁➂
大学発スタートアップ等による雇用創出数
（累計）

0人 50人 100人

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

➁ 大学発スタートアップ創出数（累計） 36件 38件 40件 42件 44件 46件 56件

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

➁➂ 共同・受託研究受入件数 503件 575件 657件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

➁ IPHFの特許出願件数（累計） 0件 5件 10件 15件 20件 25件 50件

➂
医光融合研究に関連するプロトタイプ試作
件数（累計）

0件 0件 3件 4件 6件 8件 20件

➂
県や地域の関連機関との県民の健康改
善に関連するプロジェクト数（累計）

4件 5件 6件 7件 8件 9件 15件



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究の新規性、独創性を生み出すために講じた取組の状
況

研究クラスターにおいて異
分野融合を進める研究
者集団に研究費を配分し
ている（インキュベーション
クラスター）

インキュベーションスペース
（仮称）を設置すること
で研究の場の融合が進み、
IPHFでの知の融合と併せ
て融合研究を体系的に推
進する体制が整っている

インキュベーションスペース
やIPHFによる融合研究の
取組が全学的に広がり、
学際的研究成果による外
部資金獲得の仕組みの
循環が行われている

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

共同・受託研究受入件数 503件 575件 657件

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

卓越した研究成果創出のための制度構築及び運用状況

「光工学」「慢性炎症研
究」「栄養学」「情報科
学」の4つのイニシアティブ
からなるIPHF（フォトニク
ス健康フロンティア研究
院）設立を構想

4つのイニシアティブの研究
者が揃い、テクニオンから
研究者を招聘(クロスアポ
イント等)し、高インパクト
な成果を創出する体制を
完成させている

４つのイニチアチブから創
出したイノベーションが世
界あるいは地域の課題を
解決できる社会実装へと
繋がっている

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

IPHFに所属する研究者のTOP10%論文割合 8.4％ 10％以上 12％以上

※本指標は令和7年10月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

事業化フレームワークの進捗状況
大学産業院で、実証実
験・プロトタイプ作製等を
担っている

大学産業院と連携した
IPHF内の事業化フレーム
ワークの体制整備が完了し、
研究者に知財スキルと事業
化マインドが浸透している。

全学的に事業化フレームワー
クの体制整備・展開が進む中、
基礎研究や探索的研究の成
果に基づく大学単独の特許を
多数保有し、社会実装に向
けた取り組みを大学自らが積
極的に推進。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

医光融合研究に関連するプロトタイプ試作件数（累計） 0件 8件 20件

大学発スタートアップ創出数（累計） 36件 46件 56件

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

IPHFの４つの分野横断的な研究シーズ発見のためのセミ
ナー・イベント等の開催状況

個別研究者のセミナー開
催にとどまっている

バックキャストワークショップの
開催などを通じて、IPHF所属
研究者が中心となり戦略を
持ってセミナー・イベントを開催
し、大学内外での分野横断
的なつながりを形成している。

異分野・異業種の研究者と
産業パートナーが参加する定
期的なワークショップ、カンファ
レンス、サロンを開催するととも
に、研究IRを活用し、IPHF
の4つのイニシアティブが融合し
た新たな大学の強みが生まれ
ている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

企業との共同研究件数 302件 364件 435件

※本指標は令和7年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

AI・情報科学研究の強化と研究国際化に向けたテクニオ
ン徳島フロンティア・コアの推進

「テクニオン徳島フロンティ
ア・コア」として運営構想開
始

テクニオンの研究者を招聘
し研究室を設置・運営を
開始及び国際共同学位
制度の実施

「テクニオン徳島フロンティ
ア・コア」を核に両大学間
の交流が活発化している
他、国際共同学位の卒
業生を輩出

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

テクニオンとの国際共同研究数（累計） 11件 20件 30件

※本指標は令和7年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：③）
【共通指標区分：地域課題解決に向けた取組に関する指標】

【共通指標区分：経済効果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

大学が確立したネットワークの利用による企業、海外連携
等による大学発のベンチャーやスタートアップの支援状況

COI-NEXTなどを通じて
形成した複数のネットワー
クが稼働している

事業の拡大に応じて海外機
関も含む新たなネットワーク
を構築し、大学発ベンチャー
やスタートアップを支援するコ
ンソーシアムを形成する

コンソーシアムによって支援
されたベンチャーやスタート
アップ企業がグローバルに
活躍している

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

大学発スタートアップ等による雇用創出数（累計） 0人 50人 100人

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

地元自治体・企業・住民の課題把握・解決に向けた取組
状況

徳島県と県内企業の協
力などにより、徳島大学を
中心として複数のコホート
があるが、それらが統合し
て管理されていない。

徳島県民のニーズに応え
ることのできる、オリジナル
のコホート体制を構築して、
各種データの一元管理と
解析体制を確立する。

新たに設立するコホート体制
により医療データを解析し、
徳島県民のニーズに応えた
研究プロジェクトの実践や健
康維持に資する指標の提言
により、徳島県民の健康向
上に貢献している。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

県や地域の関連機関との県民の健康改善に関連するプロ
ジェクト数（累計）

4件 9件 15件

※本指標は令和7年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


